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緒 言

Virus HST (Hamazaki)は1950年 浜 崎 教

授1)に よつて吉 田腫瘍腹水 より分離 したビー

ル スであ る.本 ビール スの ビール ス学 的研究

は現在 なお継続 して行はれて居 るが其 の性格

の全貌 もほゞ 明 らかにされ るに至つた.殊 に

Virus HSTは 冤疫血清学 的見地 よ り吉 田腫瘍

に特殊 なビール スであ る事 が立証 されたので

ある.こ のVirus HSTに は種 々特 徴 を有す

るものであ るが,津 田2)は 本 ビール スの感染

経路 に関 して実験 的 研究 を行ひ, Virus HST

は自然感染が非常に強い事を証明 した.凡 そ

ビール スの排泄経路に関 しては未だ充分 な事

が知 られ ていない様であ る.殊 に唾液腺内の

ビール スに就 ては,唾 液腺に好発す る流行性

耳下腺 ビール ス,モ ルモ ッ トの顎下腺 ビール

ス,又 狂犬病に於 ける唾液 の病毒等が古 くか

ら知 られてお り,又 比較的最近には流行性脳

炎について実証 された,又 多 くの ビール ス性

疾患の感染源 として唾液腺乃至唾液が問題視

されてはいるが未だ確実 な事が知 られていな

い.前 述 の 自然 感 染 の実 験 成 績 か ら見て

Virus HSTは 唾液腺竝 に唾液 が有力な本 ピー

ル スの排泄経路ではあ るまいか と想像 され,

之 に基づ いて先づ顎下腺に於 け る本 ビールス

の検 出を行つた.其 の結果実験 的に本 ビール

スを顎下腺中に証 明 し得 たので これに就 て述

べ る.

實験材料竝 に資験方法

実験材料 としては 当病 理 学 教 室 の大阪系

Virus HST罹 患 マウス(大 阪市大 より分与 さ

れた吉 田腫瘍 腹水か ら分離 した株)147号,

の顎下腺0.1gを 磨 り潰 しブ イヨンを以 て10

倍 とし毎分3000回 転, 5分 間 遠 沈 し,そ の

上清を と り正 常マウスに接種 した.

接種 方法 としては脳内へ0.02c.c.接 種 した

もの と,腹 腔 内に0.3c.c.接 種 した ものとに

分 け2週 間飼育后屠殺 した.別 に対照 として
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正 常 マ ウス顎 下 腺 を 同様 に処 置 し接 種 を行 つ

た.屠 殺 後,脳,肺,肝,顎 下 腺,を 摘 出,

フォル マ リン溶 液 に 固定,型 の如 くパ ラフ ィ

ン切 片 とな しHamatoxylin-Eosin染 色 を行 ひ

前記 臓 器 の組織 検 索 を行 つ た.

實 験 成 績

脳 内接棟例組織所見

第1例

脳　 (〓)

中脳背面に軽度の脳膜炎 の像 を認め,尚 ほ

海馬裂血管周圏に円形細胞 の浸潤がある.

肺　 (〓)

著変は認め られないが,鬱 血が強 く間質殊

に太い気管支 を中心 として病 巣が所 々に見 ら

れ る.即 ち気管支 を中心 として軽度の間葉性

細胞の増殖を認め るが病巣の境 界は明瞭では

ない.胞 隔に異状 はな く胞内炎は認め られな

い.

肝　 (-)

変化は認め られ ない.

顎下腺　 (-)

変化は認め られない.

第2例

脳　 (〓)

著変は認め られないが,梢 々軽度の脳膜炎

の像 を呈 し海馬裂血 管周園に外膜細 胞の増 殖

を認め る.

肺　 (+)

間質の血管及 び太い気管支 周園に染色質 は

中等量 の不整楕 円形若 し くは紡錘形の核を有

し胞体 の不明瞭な間葉性細胞が増殖 している

が病巣 の境 界はあ まり明瞭ではない.又 単核

球,淋 巴球 の浸潤 もやゝ 強度 に認め られ る.

実質はや ゝ強度に胞隔炎の像 を呈 している.

即 ち肺胞 中隔は肥厚 し,中 隔細胞が増殖 しそ

こに単核球,淋 巴球 の浸潤が認め られ る.

肝　 (〓)

太い門脈血管周園並 に胆管 を中心 として間

葉 性細胞が増 殖し結節を形成 している.実 質

内の結節の形成は殆 んど認め られ ないが,稀

に甚 だ小 さい細胞 の集団があ る.星 細胞に著

変は認 め られない.

顎下腺　 (一)

変化は認め られ ない.

第3例

脳　 (〓)

中脳背面に軽度 の脳膜炎の像を呈している.

又海馬裂血管周園に円形細胞 の浸潤や 強ゝ度

に表れ脳室 周園のグ リア細胞 の増殖 もや 著ゝ

明で ある.

肺　 (〓)

肺胞 中隔の肥厚を認め るがあ まり著明では

ない.然 し間質 の大 い血 管竝に気管支周園に

於 ては間葉性の細胞が著明に増殖 し壁の外周

か ら放線状或 は柵状位を取 り微密 に配列 して

い る.核 は卵 円形で胞体は細長 い突起を有 し

ているが類円形化 した ものはプ ラスマ様細胞

と化 している.気 管支 の肉芽層は周園に厚 く

増殖 し実質 との境界は甚 だ明瞭で一部 内腔へ

剥離 してい る.其 他単核球,淋 巴様細胞の浸

潤を認め るが,多 型核白血 球の浸潤は軽度で

ある.

肝　 (〓)

鬱血が著明で肝細胞はやゝ 肥大 している.

太い門脈血管周園に間葉性細胞 の増殖が著明

で結節を形成 している.又 胆管 を中心 として

単核球竝に間葉性細胞 の増殖を著 明に認めら

れ る.細 葉 内には類 円形 の然 も境 界の鏡利 な

結節 を形成 してい るが甚 だ少い.こ れは主 と

して単核球か らな り中に少数幼弱な間葉性細

胞が認め られ る.星 細胞 に著変は認め られな

い.

顎下腺 (〓)

間質 のや ゝ太い排泄管の壁に接 して間葉性

細胞が増 殖 して結節を形成 している.

腹腔内接種例組織所見

第1例

脳　 (-)

変化は認められない.

肺　 (+)

肺胞 中隔 の肥厚は稻 々著 明に認められ,胞

隔炎の像 を呈 してい る.間 質の血管及び気管

支の所 々に間葉性細胞が軽度 に増殖 しそれに
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単核球竝に淋巴球様細胞の浸潤を認め る.然

し病巣の境界はあ まり明瞭ではない.

Ⅴirus HST(顎 下 腺)接 種 成績

(対照はいづれ も陰性)

肝　 (±)

著明な結節 の形成を認めないが,血 管周園

に単核球 とご く少数 の間葉性細胞の増殖があ

り小結節 の形態を思はせ るものがある.星 細

胞に変化は認め られない.

顎下腺　 (-)

変化は認や られない.

第2例

脳　 (-)

変化はない.

肺　 (土)

中隔細胞 の瀰 漫性増殖を軽度に認め多少肥

隔炎の像を呈す るが著変は詔あ られない.

肝　 (-)

変化は認め られない.

顎下腺(-)

変化 は認められない.

第3例

脳　 (-)

変化はない.

肺　 (+)

肺胞 中隔の肥厚は著 るし くないが,間 質 の

気管支周國に単核球 の浸潤竝 に間葉性細胞 の

増殖 も認め る.病 巣の境界はあ まり明瞭では

ない.

肝　 (-)

特別な変化は認め られ ない.

顎下腺　 (-)

変化はない.

第4例

脳　 (-)

変化は認 めない.

肺(+)

肺胞 中隔 の肥厚は著 るしくないが,間 質 の

気管支周園に著明に間葉性細胞の増殖,単 核

球,淋 巴球様細胞の浸潤を認め るが,病 巣 の

境界はあ まり明瞭では ない.

肝　 (±)

血管竝に胆管周園に特別な変化 は認め られ

ないが,星 細胞が禰 漫性に増 殖してい る.肝

細胞自体 に もあ まり変化はない.

対照例にはいつれ も上記 の如き組織変化は

認め られなかつた.

總 括 竝 に 考 按

顎下 腺 に 濾 過 性 病 毒 が存在 す るか,否 か

に つ いてはRufus Cole,及 びG. Kuttner3),

 (1926), Paul Hudson,及 びFloyd Markham4)

(1932)が 米 国に於 て健常成 熟 海〓 顎 下 腺 に

つ いて実験 を行 い一種 の濾過 性 病毒 が 存在 す

る事 を報 告 してい る.又Markham, Hudson5),

等(1936)は 海瞑 胎 児 の顎 下 腺 に ビ ール スの

存在 を認 め定 型 的 な 核 包 含 体 を 発 見 してい

る.日 本 に於 て も岡田,水 木6),等(1938)は

Rufus Cole, G. Kutter, Paul Hudson, Floyd

 Markham等 の業 績 を追 試 し成 熟 海瞑 顎 下 腺

ビ ール ス に 就 て 発 去 し 成 熟 海〓 が 病 毒 を

保 有 してお り,そ の病 毒 を 接 種 され た幼 若

海〓 の 発 病 率 は実 に7.2%を 示 し成 熟 海瞑 の

病 毒 保 有率 は81%で あつ た と述 べ て い る.

又 寺 田,杉 村7),等(1937)は 健 常 な 動 物,

人,の 口腔 内に マウ スの脳 炎症状 を惹 起 す る

病 毒 の存 在 を うた が ひ成熟 海 〓 の顎 下 腺 を検

禿し24J例 中21例 に 陽性 の成績 を 得た といつ

て い る.又 浜 崎8)は 日本 竝 に米 国 流行 性 脳 炎

罹 患 二十 日鼠 に於 て特 殊 核包 含体 を発 見 し唾

液 腺 に於 て も條 絞部,排 出管 上 皮 内に 少数 の

核 包 含体 を見 出 した と述 べ て い る.以 上 の様

に正 常動 物,或 は急 性 脳 炎罹 患 マ ウ スに於 て

は時 々 ビール スが顎 下 腺 に存 在 す る事 は明 白

で あ るが,果 して腫瘍 性 ビール スが顎 下 腺 に
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存在す るか,否 か,こ の事に関 しては未だ明

らかに され ていない.

さて浜 崎教 授 は吉 田腫 瘍 腹水か らVirus

 HST(Hamazaki)を 分離 したのであ るが,こ

の ビールスは分離当初はマウスの脳組織に親

和性が強 くこれを接種 したマウスは特有な脳

膜刺戟症状 を示 し組織学的には脳膜炎,脳 室

周園のグ リア細胞 の増殖,脳 水腫,等 の強 い

増殖性炎が認め られた9).然 るに累代 接 種を

続け るうちに前述 の脳に於け る変化は ビール

ス分離 当初 に較べて次第に弱まつて来 たので

或 は ビール スが臓器親和性に転換 したのでは

ないか,と 思はれ検索 した所主 として肝臓,

肺臓,に 特有な増 殖性炎症を認 めたのであ る.

このVirus HSTの 向内臓性 特 に肺 臓,肝臓,

に於け る変化に就 ては佐 々木10)の詳細 な論文

があ るので これに讓 るが,要 す るに既に知 ら

れ てい る急性 ビール ス性疾患に於 け るビール

ス性肺病変の他に著明な気管支周園の肉芽巣

が現 れる.家 鶏肉腫に於け る肺 の病変 も之に

類 似 した特有な病変である.(大 島)11)又 肝 臓

に於 てはVirus HST接 種に よる病変の様 な

特別な変化 は未だ報告 されていないが,腫 瘍

ヒール ス(家 鶏肉 腫を鳩に接 磧した場 合)で

は腫瘍接種部位或は遠隔部 に於け る病変の組

織像 はVirus HSTの 肝 臓 のそれ と一致 す る

所があ る12).そ こでVirus HST罹 患 マウス顎

下 腺内にVirus HSTが 存 在 してい るなら顎

下腺乳剤の接種 に よ つ て 前述 と同様諸臓器

にVirus HST特 有な変 化 を示 して よいはず

てある.腹 腔内接 鍾の場合は凡て陰性であつ

たが,脳 内接種 の場 合はいづれ も中脳背面に

軽度 の脳膜炎,脳 室壁 のグ リア細胞 の増殖,

海馬裂血管 周園に円形細胞の浸潤を認めた.

肺臓では脳内接 腫も腹腔内接種の場合 も変化

を認めたが,脳 内接種例 は腹腔内接種例に比

較 して変化 はや ゝ強い.一 般に太 い気管支の

所 々に軽度 の間葉性細胞が増 殖 してい るが病

集 の境界はあま り明瞭ではない.た だ脳内接

種例第三例に斡て大 きい血管竝に気管 支周園

に著 明に間葉性細胞が増殖 し病集 の境 界は明

瞭でVirus HST病 変の定型 的なものが認 め

られた.肝 臓に於 ては太 い門脈血管周園竝に

胆管を中心に間葉性細胞 の増殖が著 るしく結

節を形成 してい る.然 し実質内の結節形成は

まれで,し か も少 さい.顎 下腺では変化の強

く表れた脳内接種例第3例 の場合にのみ変化

が現れた.即 ち間質 の梢 々大 い排泄管の壁に

接 して間葉性細胞が増殖 して結節を形成 して

い るのが認め られた.

以上 述 べたVirus HST罹 患 マウスの顎下

腺乳剤を接種 された動物の組織所見は一般に

Virus HST累 代接種 マウス臓器の組織所見 と

よ く一致 し同一病毒に よる変化 と見なされ る.

結 論

(1) Virus HST罹 患 マウス顎下腺乳剤をマ

ウス脳 内,或 は腹腔内へ接種する事に よつて,

その臓器にVirus HST罹 患 マウスに特 有な

組織変化を認 め,顎 下腺に本 ビール スの存在

を証明 し得た.

(2) 脳内接種例は腹腔内接種例 よ り強度の

変化を示 した.

(3) 脳 の組織所見は軽徴 であつて脳膜脳室

上 皮炎が見 られた.

(4) 肺臓に於 ては他 のビール ス性肺炎 と類

似 した特有な間質炎及び軽度であるが胞隔炎

の像が認め られた.

(5) 肝臓に於 ては門脹及 び胆管 周園に間葉

性細胞及び単核球 よ り成 る境界明瞭な結節形

成が認め られた.

(6) 顎下腺 自体の変化は軽微 であるが,排

泄管の外壁にそひ間葉性細胞 より成 る結節形

成を認 めた.

終 りに臨み,終 始御鞭撻御指導竝びに御校閲を賜

つた恩師浜崎教授に心からの感謝を捧げる.
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伏 見 論 文 附 圖

附 図 1.

附 図 2.
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附 図3.

附図 説 明

附図1　 気管支竝に血管周囲の特異な肉芽集 を示す.

附図2　 顎下腺排泄管周囲に形成 さわた結 節.

附図3　 肝臓の大小の門脉血管 々壁に形成 された多数の結節性 肉芽東.


